
①評価の観点

②評価の方法
材料

観点

評価について

知識・技能 言語文化及び言葉の特徴や決まりなどについての理解を深め，知識を身に付けている。

思考・判断・表現
論理的・文学的・実用的な文章を的確に読み取るとともに、目的に応じて幅広く読み、自
己の考えを深め，発展させている。必要な情報を用い、相手や目的、課題に応じた適切な
表現による文章を書き、自分の考えを深め、発展させている。

主体的に学習に取り
組む態度

国語で理解し表現する力を進んで高めるとともに，国語を尊重してその向上を図ろうとし
ている。課題やグループワーク等に積極的に参加している。

グループ
ワーク
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令和６年度　３年次生　学びのプラン
１単位
（２コマ）

履修年次 ３年次

選択 開講 通年

リテラ大学入学共通テスト対策問題集　現代文プラス
（文英堂）

現代の様々な文章を的確に理解し、自己の考えを適切に表現する能力を高めるために、複数の資料（文章・グ
ラフ・図面等）を参照しながら、論理的思考力やものごとを多角的にとらえる力を身につける。進路意識を持ち、
主体的かつ意欲的に取り組む。

教科名 国語
単位数
（コマ数）

主体的に学習に
取り組む態度

2 学習の方法

主体的な学習が大切となる。

思考・判断・表現

1 学習の目標

科目名 発展現代文 履修

教科書 な　し 副教材

その他

評価方法

〇 〇 〇 〇 〇

知識・技能 〇 〇 〇

①授業について
授業は週２コマで、評論・小説を中心とした大学入試問題に演習形式で取り組む。課題文を読んで設問を解き、
解説を受ける。課題文の論理展開を正しく理解する。設問の要求を正しく理解し、適切に解答する技術を身につ
ける。
②クラスについて
自由選択
③ノートについて
一冊のノートを用意し、配布されたプリントを貼り付けたり、板書を書き写す等、各自で整理する。また、配布され
たプリントを綴じ込むファイルを各自で用意する。
④定期考査について
前期中間考査、前期期末考査、後期中間考査の計3回。
⑤小テストについて
授業の中で副教材等を用いて小テストを適宜実施し、理解の定着を確認する。
⑥授業の際に必要な物
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〇

定期
考査

単元
テスト

課題
ワーク
シート

〇 〇 〇 〇



単元の目標
論理的な文章を読んで，構成・展開・要旨を的確に捉え，論理性を理解する。得られた情報を多
面的、多角的な視点から解釈し、複数の題材による問題を読み取る。

評価規準

論理構成を正しくつかんでい
る。言語文化及び言葉の特徴
や決まりなどについての理解を
深め，知識を身に付けている。

論理的・文学的・実用的な文章
を的確に読み取るとともに、目
的に応じて幅広く読み、自己の
考えを深め，発展させている。

論理構成を正しくつかんでい
る。言語文化及び言葉の特徴
や決まりなどについての理解を
深め，知識を身に付けている。

創造力 計画力 知識活用力 分析力 課題発見力

思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

評価規準

作品の構成や特徴を正しくつ
かみ、言語文化及び言葉の特
徴や決まりなどについての理
解を深め，知識を身に付けて

いる。

登場人物や場面の心理・情景
等を正確に読み取り、人間の
生き方について考え，感想を述
べている。

国語で理解し表現する力を進
んで高めるとともに，国語を尊
重してその向上を図ろうとして
いる。課題やグループワーク等
に積極的に参加している。

育成を目指す力 傾聴力 発信力

単元の目標
文学的作品を読んで，人物，情景，心情の描写を的確に捉え，表現を味わう。
複数の作品の比較から、人物の描写や心理の推移を読み取り，人の生き方について考えを深
める。

評価の観点 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

5 単元の目標・評価

科目名 発展現代文 論理

科目名

評価の観点 知識・技能
育成を目指す力 自己肯定力 行動力

計画力 知識活用力 分析力 課題発見力 自己肯定力 行動力

傾聴力 発信力 想像力

文学発展現代文 単元名

想像力 創造力



学
期

考
査

評論、通知文
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・第3回「裸者の夏」佐藤泰志
・第4回「藁」「冬の案山子」石垣
りん

小説・会話文、詩、エッセイ
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論理 第5回「おそろしいビッグデー
タ」山本龍彦
第6回「新幸福論」内山節

提言、調査結果、評論、実用文
・評論＋図・小説
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文学 第5回「獏という犬」山之口獏
第6回「冬の油虫」曾野綾子

・随筆、詩、小説、会話文
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論理 ・第3回「鯨が教える『論語』の
極意」読売新聞
・第4回「続・街並みの美学」芦
原義信

新聞記事、データ、評論、写真、図

6

文学

後
期
期
末
考
査
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前
期
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前
期
中
間
考
査

5

前
期
期
末
考
査
・
後
期
中
間
考
査
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後
期
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論理 ・第1回「あいまいの美学」外山
滋比古、「良い加減に生きる」
きたやまおさむ
・第2回「漱石はどこが面白い
のか」阿刀田高他

※各回において他に
・「入試頻出漢字＋現代文重要語
彙ＴＯＰ2500」
・評論＋表
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文学 ・第1回「あの人は海を捨てた」
藤岡陽子、
・第2回「月天子」宮沢賢治「古
代文学の創造力」多田一臣

小説・評論

論理・文学 第7回
「日本語の作文技術」本多勝
一、「日本語相談」井上ひさし
第８回「新しい学力」齋藤孝

6 年間計画

月 単元 項目

予
定
時
数
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